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１．空知北学区の定員調整（学級減）について  

                   

・全国的な少子化問題    中卒者の減少                                         

 

 

                     

    ・市内高校、定員 600人（15学級）…中卒者を大きく上回る定員     Ｈ27  1.67倍     Ｈ30 1.88倍     Ｈ33 1.80倍 

 

            

・市外高校の小規模化(１～３学級) ⇒ 定員調整 ⇒ 再編・統廃合 

 

 

    ・H３０、北学区２～３学級の調整 

 

          ・学区全体で▲95人、滝川▲34人、滝川市内において、再編を含めた定員調整の検討が必要            

２．市内高校定員調整 

 ①３校体制の維持 … 高校進学時の幅広く分かりやすい選択肢、進学から資格取得・就職と様々な役割・特色を備えた恵まれた地域 ← 新十津川農 

滝川高校（６学級） ・地域の進学校⇒さらなるレベル UP(SSH他) ・Ｈ２０、定員調整（７→６） 

滝川工業（２学級） ・管内唯一の工業高校、ものづくり人材育成の拠点 ・Ｈ２３、定員調整（土木科）… 定員調整 ⇒ 再編整備 

滝川西高（７学級） ・文武両道⇒さらなるレベル UP …選ばれ続ける学校 ・Ｈ７、定員調整（８→７）… 管内最大規模 

   

②広域的視点…市外高校、再編統合    まちの衰退    学区全体を考慮 

 

 

②市内高校の定員 

◎「滝川市高等学校教育のあり方に関する検討市民会議」 

 ・Ｈ３０、市内の定員調整は不可避と考えられる 

・定員調整(学級減)の学校については、滝川西高校が考えられる 

③市外高校の状況 

滝川西高校 … 学科、今後検討 

①市内中卒者の減少 

④北海道教育委員会 

Ｈ３０ 市内定員調整は不可避 定員調整 

市内 Ｈ27  360 人⇒  Ｈ30  320 人（▲ 40 人） ⇒Ｈ34 333 人（  13 人） 

北学区Ｈ27  1,187 人⇒ Ｈ30 1,036 人（▲151 人） ⇒Ｈ34 912 人（▲124 人） 

高校教育の 

あり方見直 

滝川西高等学校の定員調整（学級減）について 
資料４ 


